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研究成果の概要（和文）： 

 
分子生物学的方法によって治療に伴う根管内細菌叢の推移・変遷を観察し、病態に関わる細

菌群を明らかにした。感染根管象牙質を採取し、厳密な嫌気条件下で培養し、得られたコロニ
ーについて、16S rRNA 遺伝子のシークエンス法により、細菌叢の量的・質的変化について解析
を行った。その結果、感染根管内の環境は嫌気的で、偏性嫌気性菌の生育に適していること、
さらに適切な根管治療によって根管内の環境は劇的に変化することが示された。 
 

研究成果の概要（英文）： 

 

The aim of this study was to profile the microflora in infected root canals, using 
anaerobic culture and molecular biological techniques for bacterial identification, 
before and after root canal treatment. Samples from infected root canals before and after 
treatment were collected, followed by anaerobic culture.  After incubation, CFUs were 
counted and isolated bacteria were identified by 16S rRNA gene sequencing. The findings 
of this study suggest that the environment in root canals is anaerobic and therefore 
support the growth of anaerobes, and that adequate treatment changes the root canal 
environment drastically. 
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１．研究開始当初の背景 

 

根尖性歯周炎は根管内に生息する多種多
様な細菌により惹起される。根管から分離さ
れる細菌群は、臨床症状の有無により大きく
異なる。現在実践されている感染根管治療は、
機械的拡大と化学的清掃、根管貼薬により根
管内の感染源を除去することを目標として
おり、感染の原因菌やそれらの病原性に特異
的に対処しているわけではない。そこで本研
究を企画するにあたり、分子生物学的手法に
基づいた高感度の細菌検査法を駆使し、治療
対象の根管内細菌叢を定性的かつ定量的に
把握することにより、合理的な選択的抗菌治
療が可能となり、その結果、歯質の犠牲を最
小限にとどめることができ、患歯の寿命の延
長が期待できるのではないか、さらには、感
染根管の難治症例化を回避できるのではな
いかと発想した。 

 

２．研究の目的 

 
本研究の目的は、16S ribosomal RNA 遺伝

子をターゲットとした分子生物学的方法に
基づく根管内細菌検査を通じて、根管治療に
伴う根管内細菌叢の推移・変遷を観察し、根
尖性歯周炎の病態に関わる細菌群を明らか
にするとともに、従来経験則に依存しがちだ
っ た 根 管 治 療 法 ・ 治 療 薬 の 選 択 を
Evidence-based なものとし、さらには、根管
充填前に必須である、細菌培養検査（従来法）
に代わる、簡便で信用度の高い新たな根管内
細菌検査法を確立・提唱することである。 
 

３．研究の方法 

  
本学歯学研究科倫理専門委員会の承認の下、

歯内療法科に来院した被験者からインフォ
ームド・コンセントを得た後、感染根管象牙
質を根管治療用ファイル（滅菌）によって採
取し、試料とした。厳密な嫌気条件下で培養
し、得られたコロニーについて、16S rRNA 遺
伝子のシークエンス法により、感染根管治療
の経過に伴って根管内の細菌叢がどのよう
に変化（シフト）するかについて、量的およ
び質的に検討した。 
 
４．研究成果 
  

本研究の結果、感染根管内の細菌構成は偏
性嫌気性菌が 91％（162 株）と優勢で、
Olsenella （27.5%），Mogibacterium （19.1%）、
Pseudoramibacter （ 11.8% ）， Propioni- 
bacterium （10.1%），Parvimonas （6.7%）
が主要な優勢菌であった。また、これらの根
管からは２回目あるいは３回目の根管治療
時に、細菌が検出されなくなった。以上から、

感染根管内の環境は嫌気的で、偏性嫌気性菌
の生育に適していること、さらに適切な根管
治療によって根管内の環境は劇的に変化す
ることが示された。 
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